
新規事業採択時評価結果（平成２８年度新規事業化箇所） 

 

事業の概要 
 

事業名 
一般国道236号（帯広

おびひろ

・広尾
ひ ろ お

自動車道） 

大樹
た い き

広尾
ひ ろ お

道路（忠類
ちゅうるい

大樹
た い き

～豊
とよ

似
に

） 

事業 

区分 
一般国道 

事業 

主体 

国土交通省 

北海道開発局 

起終点 
自：北海道広尾

ひ ろ お

郡大樹
た い き

町字大樹
た い き

 

至：北海道広尾
ひ ろ お

郡広尾
ひ ろ お

町字紋別
もんべつ

 
延長 １５．１ｋｍ 

事業概要  

大樹広尾道路（忠類大樹～豊似）は、帯広・広尾自動車道の一部を構成する道路で、広尾郡大樹町字大樹か

ら広尾郡広尾町字紋別に至る延長約１１．５ｋｍの一般国道の自動車専用道路である。（帯広・広尾自動車道

は北海道横断自動車道帯広ジャンクションから分岐し、帯広市等を経由し広尾町に至る延長約８０ｋｍの高規

格幹線道路であり、これまでに延長約５９ｋｍが開通している。） 

事業の目的、必要性  

当該区間の整備により、全国の食を支える地域産業を支援するとともに、交通機能の分担が図られることに

より安全なルートを確保、救急搬送時の所要時間および連絡速度が改善することにより高次医療施設へのアク

セスが向上し、地域医療サービスの向上に貢献するものである 

全体事業費 約２００億円 計画交通量    約５,５００ 台／日 

事業概要図  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
関係する地方公共団体等の意見  
【北海道知事】 
 新規事業採択時評価に係る「一般国道２３６号（帯広・広尾自動車道）大樹広尾道路（忠類大樹～豊似）」
の予算化に同意いたします。 
 当該地域では、北海道としても地域の防災対策や農畜産業振興のため、道道音調津陣屋線や道道幕別大樹線
などの整備を進めており、国においても早期完成に向け、特段のご配慮をお願いいたします。 
 また、当該区間に接続する計画段階評価実施済みの「豊似～広尾間」について早期に着手されるよう、特段
のご配慮をお願いいたします。 

 
学識経験者等の第三者委員会の意見  

・新規事業化については妥当である。 

 

 
事業採択の前提条件  

・費用対便益 ：便益が費用を上回っている 

・手続きの完了：計画段階評価手続き完了（Ｈ２８.３.１） 

事業評価結果 
 

費
用
便
益
分
析 

Ｂ／Ｃ 
１． ２ 

（０．９６） 

総費用 3,019億円 総便益 3,496億円 基準年  

事 業 費： 2,725億円 

維持管理費：  294億円 

走行時間短縮便益：2,825億円 

走行経費減少便益： 444億円 

交通事故減少便益： 226億円 

平成２７年 

感度分析の結果 

交通量変動 B/C＝1.1 (交通量  -10 ％) B/C＝1.3 (交通量   +10 ％) 

事業費変動 B/C＝1.1 (事業費   +10 ％) B/C＝1.2 (事業費    -10 ％) 

事業期間変

動 
B/C＝1.2 (事業期間  +20 ％) B/C＝1.2 (事業期間   -20 ％) 

事
業
の
影
響 

評価項目 評価 根拠 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

渋滞対策 - ・注目すべき影響はない。 

事故対策 ◎ 

・交通機能の分担により、大樹市街をはじめとする現道の交通事故が大幅に減少し、

貨物車等の安全な物流ルートを確保。 

【死傷事故率】  

[大樹市街における死傷事故率] 

現況 全国平均以上（7箇所）110.6～331.9件/億台キロ ※全国平均：81件/億台キロ 

→ 整備後 大樹豊似間 27.0件/億台キロ 

歩行空間 － ・注目すべき影響はない。 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

住民生活 ◎ 

【高次医療施設へのアクセス性向上】 

・救急搬送時の所要時間や連絡速度が改善され、南十勝からの高次医療施設への 

アクセスが向上し、人口カバー率が拡大するなど地域の医療サービス向上に貢献。 

［広尾町～帯広市の高次医療施設間の救急搬送所要時間］ 

現況 約73分 → 整備後 約65分（約8分短縮） 

［帯広市の高次医療施設からの60分カバー圏人口］ 

現況 12,200人(58％) → 整備後 14,000人(66％) 

地域経済 ◎ 
【地域産業を支える物流の効率化・安全性の向上】 

・十勝港までの輸送時間の短縮が図られ、繁忙期の小麦の往復回数が１回増加する

などの輸送の効率化に寄与し、地域産業を支援。 

災 害 － ・注目すべき影響はない 

環 境 － ・注目すべき影響はない 

地域社会 － ・注目すべき影響はない 

事業実施環境 ○ 

・計画段階評価手続き完了（Ｈ２８．３．１） 

・北海道知事や帯広市長、大樹町長、広尾町長ら沿線自治体首長より 

帯広・広尾自動車道（大樹～広尾）の早期事業化を要望 

 

採択の理由 
費用便益比が１．２と便益が費用を上回っているとともに、計画段階評価の手続きが完了し事業採択の前提条件

が確認できる。 

また、全国の食を支える地域産業を支援するとともに、交通機能の分担が図られることにより安全な物流ルート

を確保し、救急搬送時の所要時間および連絡速度が改善することにより高次医療施設へのアクセスが向上し、地

域医療サービスの向上に貢献するなど、事業の必要性・効果は高いと判断できる。 

以上より、本事業の新規事業化については妥当である。 
 

 

担 当 課：道路局 国道・防災課 

担当課長名：川﨑 茂信     

      

 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

※B/Cの上段は、帯広 JCT～広尾 IC（仮称）を対象とした場合、下段（ ）書きの値は 

 事業化区間を対象にした場合の費用便益分析結果。 
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重要港湾十勝港
（国際物流ターミナル整備中）



新規事業採択時評価結果（平成２８年度新規事業化箇所） 
 

事業評価結果（防災機能） 

 

 

 

 

 

事業の必要性  

本道路は、交通機能の分担が図られることにより安全な物流ルートを確保し、全国の食を支える地域産業を支

援するとともに、救急搬送時の所要時間および連絡速度が改善することにより高次医療施設へのアクセスが向上

し、地域医療サービスの向上に貢献するものである。 

評価項目 地域の課題 関連する計画 

救助活動等   

住民生活 

・南十勝は高次医療の９割を帯広市に依存して

おり、人口の４割が高次医療施設まで６０分以

内に到達できない状況。 

・大樹・広尾町からの救急搬送は年間約２２０

件を数え、広域には日高東部からも搬送してい

るが、冬期には搬送時間がさらに増加するなど、

速達性の確保が急務。 

※新たな北海道総合開発計画(H20.7) 
・集約拠点へつながる公共交通ネットワークや、道路

ネットワークの強化などを推進する。 

※新・北海道総合計画(十勝連携地域) (H20.3) 
・第三次保健医療福祉圏における地方センター病院な

ど高度な医療機能を有する病院を中心とした高度医療

提供体制の確立。 

地域経済 

地域社会 

・十勝港は物流ターミナル整備中の港湾で、高

規格道路ミッシングリンク延長が全国で最長。

取扱貨物量は増加する一方で、貨物車保有台数

は減少傾向。収穫の繁忙期になる秋を中心に輸

送トラック不足が課題であり、今後コンビナー

トの増設計画がある中、更なる輸送の効率化が

求められている。 

・十勝港を結ぶ唯一の幹線道路である国道２３

６号、３３６号は、全道平均を上回る貨物車事

故が発生し、物流の安全性が確保されていない

状況。 

※新たな北海道総合開発計画(H20.7) 
・港湾・空港や道内各地の物流拠点・生産拠点と高規

格幹線道路とのアクセスを強化するほか、国際標準コ

ンテナ車が支障無く通行できる幹線道路ネットワーク

を構築する。 
※新・北海道総合計画(十勝連携地域) (H20.3) 
・他地域との連携強化や空港・港湾などとのアクセス

強化等を進めるための高速道路や域内幹線道路の整

備、空港の機能充実など暮らしや産業を支える交通・

情報ネットワークの形成 

その他   

事業の有効性  

・当該事業の実施により、主要拠点間のリンクの評価は C ランク→B ランクに改善するとともに、不通リンク

の解消によりネットワーク全体の防災機能が強化される。 

・また、本事業において、交通機能の分担が図られることにより安全な物流ルートを確保し、全国の食を支える

地域産業を支援するとともに、救急搬送時の所要時間および連絡速度が改善することにより高次医療施設へのア

クセスが向上し、地域医療サービスの向上に貢献するなど有効性の高い事業と評価する。 

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の 

防
災
機
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主な区間 
改善 

ペア数 

脆弱度 

（防災機能ランク） 累積脆弱度の変

化量 

改善度 
評価 

整備前 整備後 通常時 災害時 

帯広市 広尾町 
９ 

（２） 

０．６７ 

〔Ｃ〕 

１．００ 

〔Ｄ〕 

０．３３ 

（Ｂ） 

１．００ 

〔Ｄ〕 

▲６１．８１ 

（▲１０．４９） 

０.０６ 

(０．０４） 

０.３５ 

(０．００) 
◎ 

事業の効率性  

・計画段階評価手続き完了（Ｈ２８.３.１） 

 

※道路ネットワークの防災機能の上段の値は帯広 JCT～広尾 IC（仮称）を対象とした場合、 

 下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の防災機能評価結果。 
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